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研究課題名「在日難民のその人らしく生きること：背景・価値観・文化に着目

したエスノグラフィーに関する研究」に関する情報公開 
 
１． 研究の対象 
本研究の対象者は、ベトナム戦争終結(1975年)に前後してベトナム、ラオス、カンボ

ジアのインドシナ３国で成立した社会主義体制の下では迫害を受けるおそれがある等の理

由で国外に脱出し、定住許可を得て日本に定住している方とその家族、在日難民支援者の

方で、本研究への参加について文書で同意された方です。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的：在日難民の価値観や文化が尊重され難民自身が希望する生活、すなわち「その

人らしく生きること」とはどのようなことか、を明らかにし、在日難民が「その人らしく

生きること」に必要な要素を抽出することを目的としています。 

 
研究方法：研究は２段階で実施します。１段階目は、在日難民の価値観や文化が尊重され、

難民自身が希望する生活とはどのようなことか、を明らかにするために、在日難民を対象と

したインタビュー及び参与観察によりデータを収集し、エスノグラフィーを用いて行いま

す。 

２段階目に、在日難民がその人らしく生きることに必要な要素の抽出を行います。１段階

目で得られたデータの二次分析及び文献検討を実施します。インタビューデータの補足・

解釈のため、在日支援者へのインタビューを実施します。 

 
研究期間：実施承認日～（西暦）2027年 03月 31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：年齢、来日年齢、来日経緯、国籍、学歴、職業、難民への支援経験、これまでの経験

や生活を踏まえ「その人らしく生きること」、価値観や文化，希望する生活についての主観

的な情報、文化や宗教的行事への関わり等 

 
４．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 



 

 

 

連絡先：名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学専攻包括ケアサイエンス領域   

看護科学 看護システム・ケア開発学 

研究責任者 助教・中島麻紀 

〒461-8673 愛知県名古屋市東区大幸南1-1-20 

直通電話番号/ FAX番号：052-719-1869 

e-mail：nakajima@met.nagoya-u.ac.jp 

 
 


